
15 14広報かつやま11月号 №672
広報かつやま11月号 №672

美
し
い
ふ
る
さ
と
を

未
来
へ

　

勝
山
南
高
等
学
校
で
は
、
毎
年
九

頭
竜
川
沿
い
の
ご
み
拾
い
を
行
う

な
ど
、
環
境
美
化
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
10
月
25
日
に
同
校
生
徒

会
の
メ
ン
バ
ー
５
人
が
、
学
校
で

用
意
し
た
チ
ラ
シ
入
り
の
テ
ィ
ッ

シ
ュ
と
、
生
活
環
境
課
が
作
成
し
た

チ
ラ
シ
を
市
民
に
配
布
し
、
環
境
美

化
を
呼
び
掛
け
る
啓
発
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
定
期
的
に

不
法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
多
く
の

ご
み
が
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
撤
去
さ
れ
た
ご
み

は
、
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
な

ど
の
家
電
や
、
パ
ソ
コ
ン
、
廃
タ
イ

ヤ
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ご
み
を
河
川
や
河
川
敷
に

捨
て
る
と
、
川
全
体
の
水
質
だ
け
で

な
く
水
辺
の
生
態
系
に
も
悪
影
響
を

お
よ
ぼ
し
ま
す
。
そ
し
て
、
下
流
の

住
民
に
も
多
大
な
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
、

ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
町
を
未
来
に

残
し
ま
し
ょ
う
。

ご
み
の
な
い

ご
み
の
な
い

　

き
れ
い
な
川
へ

　

き
れ
い
な
川
へ

勝山市水道事業業務状況【上半期】
期間：平成22年4月1日～9月30日

1．業務の概要
　上半期の給水量は128万㎥（前年度比3.9％増）、給水収
益は1億5,827万円（前年度比3.37％増）と前年度を上回
りました。要因として、猛暑であった今夏の使用水量の増加
や、景気回復の影響による使用水量の増加などが考えられま
す。
2．事業の概況
　市民の日常生活の基盤として、安全で清浄な水の供給を図
るため、上水道第７次拡張事業計画に基づき、拡張および改
良事業を実施しています。
　上半期の建設改良工事および業務委託の契約状況は、
17,194千円となっています。主な事業は次のとおりです。
【拡張事業】
・ 簡易水道事業統合に伴う上水道事業変更認可設計業務委託
【改良事業】
・若猪野１号取水ポンプ取替工事（若猪野地係）
・雁が原配水池水位計取替工事（村岡町浄土寺地係）
・市道７－６７号線配水補助管布設替工事（本町４丁目地係）
※ 平成23年5月検針分（4月使用分）から水道料金の値上げ
が決定しています

問　上下水道課（☎88‐8109）

平成22年度上半期
勝山市消費生活相談の概要

　４月から９月の間で、消費生活に関する相談は
全部で161件ありました。

【主な相談内容】
• インターネット中に突然、高額なサイト登録料
を請求する画面が現れた
• 高齢者が、高額なアクセサリーや呉服の購入契
約を次々とさせられた
• 生活苦から借金がふくらんでいるが、上手な
　家計管理の方法を教えてほしい など

手を替え　品を替え　やってくる悪質商法。
困ったことがあればすぐにご相談を。
※ 出前講座に伺います。お気軽にお申し込みくだ
さい
・問　市消費者センター（☎88‐8103）
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金　

賞　

多
田
泉
（
勝
山
中
部
中
１
）、
加

藤
晴
香
（
成
器
西
小
５
）

銀　

賞　

小
寺
美
稀
、
石
塚
詩
織
（
勝
山
中

部
中
１
）、
東
野
絵
菜
（
村
岡
小
６
）、
嶋

田
宇
訓
（
村
岡
小
５
）

銅　

賞　

藤
澤
結
希
、
炭
谷
沙
希
（
勝
山
中

部
中
２
）、
経
塚
千
春
、
前
川
祐
里
奈
（
勝

山
中
部
中
１
）、
原
田
真
琳
、
上
山
龍
之

介
（
成
器
南
小
５
）、
金
巻
竜
太
朗
（
成

器
西
小
４
）、小
林
み
す
ず（
村
岡
小
２
年
）

入　

選　

原
育
母
（
勝
山
中
部
中
３
年
）、

岸
光
裕
（
勝
山
北
部
中
３
年
）、
村
島
和

樹
（
勝
山
中
部
中
２
年
）、廣
田
優
一
（
勝

山
北
部
中
２
年
）、
森
祥
祐
介
（
勝
山
中

部
中
１
年
）、
酒
井
瞭
（
成
器
南
小
５
）、

旭
唯
華
（
成
器
南
小
４
）、福
田
航
太
（
成

器
西
小
４
）、
中
村
颯
汰
（
村
岡
小
４
）、

内
田
佳
那
（
野
向
小
１
年
）

問　

上
下
水
道
課 

（
☎
88
‐
８
１
０
９
）

優
秀
賞　

松
村
伊
悟
（
勝
山
中
部
中
３
年
）、

藤
村
優
紀
（
勝
山
南
部
中
２
年
）、
玉
木

希
美
、
田
中
伶
奈
、
竹
田
充
（
勝
山
中
部

中
２
年
）、
平
林
由
莉
、
本
田
悠
希
（
勝

山
中
部
中
１
年
）、
稲
木
奎
冴
（
成
器
西

小
５
）、
秦
哲
也
（
北
郷
小
５
年
）、
稲
木

佑
馬
（
成
器
西
小
３
）

問　

総
務
課 

（
☎
88
‐
１
１
１
６
）

金　

賞　

山
内
皓
介
（
勝
山
北
部
中
３
）、

廣
田
哲
也
（
勝
山
中
部
中
２
）、
坂
野
比

咲
（
勝
山
中
部
中
１
）、
本
田
悠
斗
（
村

岡
小
４
）、
中
西
怜
爾
（
成
器
西
小
３
）、

木
下
颯
（
北
郷
小
２
）

銀　

賞　

古
川
有
希
（
勝
山
中
部
中
３
）、

中
村
颯
汰
（
勝
山
南
部
中
２
年
）、
島
田

和
輝
（
勝
山
北
部
中
２
年
）、
嶋
田
美
季

（
勝
山
北
部
中
１
年
）、
出
口
ひ
な
（
成
器

南
小
６
）、
島
田
健
史
（
鹿
谷
小
５
年
）、

齋
藤
日
和
（
成
器
南
小
４
）、
林
花
（
北

郷
小
３
年
）、川
村
侑
加
（
北
郷
小
２
年
）、

竹
内
徹
（
野
向
小
１
年
）

銅　

賞　

木
下
夕
嗣
（
勝
山
中
部
中
３
年
）、

山
内
里
紗
、
島
田
千
尋
（
勝
山
北
部
中
３

年
）、
木
村
菜
摘
（
勝
山
南
部
中
２
年
）、

中
田
真
悠
子
（
勝
山
中
部
中
２
年
）、
南

部
成
喜
（
成
器
南
小
５
）、 

加
藤
晴
香
（
成

器
西
小
５
）、
伊
東
華
蓮
、
小
林
彗
里
、

酒
井
亮
輔
（
成
器
西
小
３
）、 

平
鍋
美
侑

（
荒
土
小
２
年
）、 

乾
雄
凱
（
北
郷
小
２

年
）、
飯
野
美
樹
（
成
器
南
小
１
）、
松
田

大
夢
（
平
泉
寺
小
１
年
）、 

石
塚
美
咲
（
野

向
小
１
年
）

問　

大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

（
☎
66
‐
６
６
９
０
）

下
水
道
絵
画
・

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

勝
山
市
防
災
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

青
少
年
健
全
育
成
啓
発
図
画
・

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

  

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
紹
介

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
紹
介

　

市
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
、
各
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
を

ご
紹
介
し
ま
す
。 

（
敬
称
略
）

多田　泉さんの作品

松村伊悟さんの作品

山内皓介さんの作品

秦　哲也さんの作品

加藤晴香さんの作品

稲木奎冴さんの作品

本田悠斗さんの作品




